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平成 18 年 12 月期（連結、単独）業績予想との差異に関するお知らせ 

 

平成 18 年 12 月期（平成 18 年 1 月 1 日～平成 18 年 12 月 31 日）の業績予想について、

平成 18 年 1 月 31 日付「平成 17 年 12 月期決算短信（連結）」及び同日付当社「平成 17 年

12月期個別財務諸表の概要」にて発表いたしました業績予想を下記の通り修正いたします。 

 

 

記 

 

１． 平成 18 年 12 月期 連結業績予想の修正 

（単位：百万円） 

 

 

 

 

 

 

 

（修正理由） 

金融向けを中心にＩＴ投資は堅調であり、売上高は主事業であるＳＩ/ソフトウェア受

託開発事業やアウトソーシング（ＡＭＯ）事業を中心に増加する見込みです。 

これは金融業界や通信業界のＩＴ投資拡大を受けた当社売上増に加え、銀行系専門子会

社や今期から営業を開始した組込・制御・基盤系子会社における売上増が寄与し、期中の

連結子会社金沢ソフトウエアの譲渡による減収にも関わらず、連結ベースで計画を上回る

ものです。 

利益面では、ＳＩ/ソフトウェア受託開発事業における高収益分野への要員シフト効果、

メーカー系からの受注条件の改善などにより、売上総利益段階で計画比増益となる見込み

経常利益  売上高 当期純利益 
前回予想（Ａ） 
今回修正（Ｂ） 
増減額（Ｂ－Ａ） 
増減率 

（ご参考）前期実績 

8,500  

8,635  

＋135  

＋1.5％ 

8,055  

550   

672   

＋122   

＋22.1％ 

497  

211   

247   

＋36   

＋17.0％ 

231  



です。 

この結果、経常利益は前回予想を大きく上回る見込みである外、本社移転などで増加し

た特別損失をカバーし、当期純利益についても前回予想を上回る見込みです。 

なお、期末配当金については、1 株当たり 5 円（年間配当金 10 円）の予想を変更いたし

ません。 

 

 

２． 平成 18 年 12 月期 単独業績予想の修正 

          （単位：百万円） 

 

 

 

 

 

 売上高 経常利益 当期純利益 
前回予想（Ａ） 
今回修正（Ｂ） 
増減額（Ｂ－Ａ） 
増減率 

（ご参考）前期実績 

7,300  

7,656  

＋356  

＋4.8％ 

6,958  

470   

591   

＋121   

＋25.7％ 

406  

184   

250   

＋66   

＋35.8％ 

190   

 

（修正理由） 

売上高については、金融業界や通信分野のＩＴ投資拡大に加え、それと相俟った営業努

力により、主事業であるＳＩ/ソフトウェア受託開発事業やアウトソーシング（ＡＭＯ）

事業を中心に前回予想を上回る見込みです。 

利益面では、高収益分野への要員シフト効果、メーカー系からの受注条件の改善、増

資資金の運用益などにより、経常利益、当期純利益とも前回予想を大きく上回る見込みで

す。 

以上 


